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暑い夏も何時の間にか過ぎ去

り、秋も深まって参りまし

た。 

昨年の秋頃から、長い不況の

トンネルから抜け出して、

我々製造業にもようやく活気

が戻って来ました。 

しかし、激しく上昇する材料

価格を製品単価には中々反映させることが出来ずに苦慮していま

す。めざましい中国の経済成長が続き､中東紛争や世界各地で勃

発しているテロが、かつてない原油の高騰を招いています。この

二つの要素が我々の日常生産活動における利益無き繁忙を余儀な

くされているのです。 

このような外的要因は、我々にはいかんともしがたく、経営を

持続させていく為には地道な努力を重ねていくほか答えはありませ

ん。劇的に変化させる奇策は無く現場の中での小さな改善を積み重

ねることがより大切になって来ています。 

 この他、組合員相互の経営資源である設備・技術又は品質・工

程管理の情報を交換することによって、より高い次元の経営を目

指すことが出来るでしょう。それぞれの企業には蓄積された貴重

なノウハウが有ります。これらの財産を共有することが経営にプ

ラスに働くことは間違いありません。 

 組合事業として、経営研究委員会が企画し、組合員相互の企業

訪問や、経営に役立つ講演会・技術の講習会等を開催する予定で

おります。皆様の積極的な参加を期待しております。 

開催月日 事      項 

7.16 組合事務局代表者懇談会 

7.17 せと市長を励ます会 

7.20 経営研究委員会（委員長・副委員長

会議） 

7.27 コラッセふくしま1周年記念講演

会・懇親納涼会 

7.28 労働保険研修会 

8.2 執行部会 

8.10 第1回経営研究委員会 

8.19 経営研究委員会（委員長・副委員長

会議） 

8.23 組合員拡大委員会・安全衛生委員会 

    8.24 親善委員会 

  8.25 労働保険研修会 

  8.27 福島市産業交流プラザ｢第1回材料

評価研究会｣ 

8.27 共同受注委員会 

9.1 福島市商工観光部交流会 

9.3.

4 

福島製作所協力会技術研鑚会「真岡

コマツ製作所」見学 

9.9 定期健康診断 

  9.13 第2回経営研究委員会 

  9.14 中央会地区別会員交流会 

  9.17 第51回福島県溶接技術競技会表彰

式 

  9.21 青年部「IP電話講習会」 

  9.22 平成17年度予算要望聴取会 

  

9.25.26 

福島市発明くふう展 

  9.28 労働保険適用促進・雇用保険活用援

助事業推進員研修会 

  10.5 福島市産業交流プラザ運営会議 

  10.8 渡辺鋼材㈱創立３０週年記念式典 

  10.12 福島市産学連携推進事業｢福大共生

システム理工学類｣ 

着任研究者との交流会 

  10.16 組合員企業工場見学会 

  10.17 芋煮会 

  10.29 理事会 
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 平成16年9月1日午後4時～コラッセふくしまで開催されました。 
出席者は福島市商工観光部関係者11名・当組合から18名 

交流会では、当業界の現状を各業種毎に説明し、行政側の理解を深めて頂き今後の支援策等施策立案に

参考になるよう懇談を行いました。  
 

平成16年度 第53回福島市発明くふう展で 

 佐々木 茂章氏（㈲佐々木鉄工場取締役）が見事 福島市長賞を受賞 

平成16年度 第50回福島県発明展では､ 福島県知事賞を受賞                

    「沈殿物収集用スライド式デレッキ」 
去る9月25日26日の両日コラッセふくしまにおいて展示会が開催され、多くの発明品が出品された 
中から、受賞の栄に輝きました。 

又､10月25日に福島県知事賞表彰式が挙行されました。 
  

  ✿祝 ダブル受賞 おめでとうございました! 
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第2回福島市商工観光部と当組合との交流懇談会 



芋煮会開催しました。            親善委員長  鈴 木 巖            

                               
 10月17日（日）飯坂温泉摺上亭｢大鳥｣において参加者36名で実施致しました。好天に恵 
まれ､環境も抜群で恒例になったビンゴゲームも賞品が豊富で､大いに盛り上がりました。 

カラオケでは､デュエット有り､振り付け有りの熱唱で楽しいひとときを共有することが出 

来ました。ご協賛頂きました各組合員には厚く御礼を申し上げます。 
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組合員企業見学                       経営研究委員会      

 10月16日組合員企業見学会を実施致しました。 
参加者は９名と少なかったけれど、参加者は大いに参考になったと声をまとめてみました。 
㈱永沢工機では、永澤会長並びに大友取締役工場長の会社概要の説明を受け、次に工場及び生産管理室

を見学させて頂きました。独自の生産システムにより生産フローが整然と機能していて、お客様の信頼

と満足を得るために世界一流を目指す方針に向かって従業員全員と実践している素晴らしい工場だっ

た。㈲高橋工業所は、当日休業日のところ、取締役高橋拓美氏の説明と案内で特別に見学させて頂きま

した。整理整頓された工場は、故高橋清前社長が兵役中に受けた指導の賜物だとお聞きして、5Sの実行
は生産管理には不可欠であると納得してきました。  
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過日コラッセふくしまにおいて「福島大学共生システム理工学類・着任研究者との交流会」が開

催され参加してまいりましたので、出席の報告がてら2005年より始まる新生福島大学の組織につい

て紹介したいと思います。 

福島大学に理工学部を・・・業界の長年の要望が実現に向け動きだした訳ですが理工学部という

名称ではなく理工学群となり、２学群・４学類・12学系で新生福島大学はスタートします。 

「理工学群」耳慣れない言葉ですが、学部制との最大の違いは教育組織と研究組織を分離している

点であり、学生は教育組織としての学群･学類に所属するのに対し、教員は12の「学系」（研究組

織）にそれぞれ所属し、学系の中で自己の研究テーマを探究するとともに各学類で開設される講

義・実習等を通して学生への教育活動を行います。つまり教育組織と研究組織を分離することによ

り、変化の激しい社会環境と学習ニーズの多様化に対応して行く事を目的とする新たな形で学系は

学部の壁を乗り越えるシステムです。 

福島学院大学も街中にサテライト校を工事中ですが、福島大学も旧商工会館に福島大学サテライ

ト・「街中ブランチ」を設け地域社会との密接な連携を目指し新しい形の教育事業を展開するよう

です、当業界としても身近に利用する機会が増えるものと思われますので今後の発展に大いに期待

したいところです。                          

                                  副理事長 渋谷修一 

 

 



組合員紹介                    （株）エムアイシー 代表取締役 二階堂和幸さん 
 

 現会長である二階堂儀貞氏の二代目となる和幸さん（昭和２５年生まれ）は過去に７年間の外部・外国での

経験を積んだ経歴をお持ちで、「外国での経験によって外から日本を見る“世界観”が培われました」と語

る。 また、エムアイシーは「部品だけでは生き残れない」と肝に銘じ、常に新たな技術開発を追求し続けて

いる。“新たな発想とは、ある日突然現れるのではなく、お客様のニーズを常にとらえ、一つ一つの仕事を着

実に進めていく連環の中で必然的に浮かび上がっていくもの”と考え、社員にも浸透している。 和幸さんの

趣味はオートバイ。「息子が置いていったものを整備がてら乗っているうちにやみつきになりました」自然と

一体になれる時間は気分転換になっているそうだ。 
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組合員紹介 
（株）ホシ製作所 代表取締役社長 星公祐さん 

 

 現在、組合の共同受注委員会の委員長を務める星公祐さん（昭和２５年生）の趣味はゴルフ。 以前は競技

としても楽しんでいたゴルフだが最近は「昔のように集中力を維持しつつやるより健康維持の意味合いが強く

なってきている」とおっしゃるが、現在のハンディキャップ１６とおっしゃるから素晴らしい！ 

 車内ではどんな音楽聞きますか、と聞いたところ以外にも？洋楽オンリーだそうで、ビルボードの上位曲を

集めたオムニバスや、マライヤ・キャリー、セリーヌ・ディオン、ホイットニー・ヒューストン等がお気に入

りとか。 日本の曲は詩が聞こえてくるといろいろ考えてしまうので車では聴かないそうです。 

 また、“相撲”が大好きで場所中は放送を毎日チェックするそうです。 
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青年部研修事業「ＩＰ電話講習会」を開催しました 
 

 ９月２１日に組合事務所２ＦにおいてＩＰ電話講習会を開催いたしました。飛び石連休の合間のせいもあって
か参加者は６名と少な目でしたが皆熱心に講師の話に耳を傾けていました。 

 講師には福島県内では唯一のＮＴＴ総合代理店である（株）福島キャビメンテナンスの副社長の山口昌也様に

お願いいたしました。 最近、電話等でＩＰ電話への加入を勧められるケースが増えていますが、本当にそんな

に安いの？とか、電話機もＩＰ電話専用のが必要なのか？とかいろんな疑問をお持ちの方も多いと思いますの

で、この場をお借りして講習の内容を要約してみたいと思います。 

 さて、在来のＮＴＴ電話は、局から局へハシゴして遠方の相手先につないで行きますので、おおむね遠方のＮ

ＴＴの交換機までの距離に応じて料金が高くなっていきます。 ではＩＰ電話を使うとなぜ“無料”になってし

まうのかというと、ＩＰ電話はＮＴＴの電話回線ではなく、インターネットと同じＷＷＷ（ホームページを見た

りしているネットワーク）を利用した通信となるので、同じプロバイダー同士（提携プロバイダー含む）であれ

ば、お互いにインターネットに常時接続している環境のため、新たに電話料は発生しないとでも言いましょう

か。 もう少し詳細には、ＷＷＷに入るためにプロバイダーが必要でありプロバイダーへの料金はＮＴＴの回線

使用料の他に必要となります。 

 一般加入電話や提携していないプロバイダーへの通話でさえも全国一律３分８円、国内の携帯電話へは１分１

８円でかけることが出来ますので通常であればこれを利用しない手は無いと言うことのなります。 しかし、実

際には自分の電話回線とＮＴＴの局までの距離によっては接続が出来ない場合や、通信障害が出る可能性があり

ます。 先に書いたＷＷＷに入るためにはアナログモデムやＩＳＤＮ等の回線速度では無理で、ＡＤＳＬや光

ファイバー経由でプロバイダーと接続する必要があるのですが、プロバイダーがＷＷＷに入り口持っているのは

最寄りのＮＴＴの交換機からなので、自分の電話から最寄りの局までの距離が遠いと伝送損失が大きくなってし

まいます。 よって、インターネットで速度が出なくて表示が遅い地域では電話の音声もまた送れてしまい、電

話が切れたり聞き難くなったりするケースがあるそうです。 では、自分の地域はどうなのか？と言う疑問を全

員の方が持つと思いますので、紹介されたサイトのＵＲＬを下に書きますので各自確認されてみてください。 

 しかしながらこれは理論値であり実際同じ条件での接続は保証されませんし、老朽化した回線では不安定にな

るケースもありますので、実際には各自の判断で工事は行われることとなり、上手く通話できない時は自己責任

でふたたび一般回線に戻すことになる場合もありますのでご注意下さい。http://flets.com/misc/adspeed.html 
 このページの説明にそって行えばおおむねのＡＤＳＬの速度を確認することは出来ます。 

 ここでまた注意事項が出現するのですが、上記で得た速度はあくまで理想的な値であり、プロバイダーの規模

や設備が不十分な場合は同じ距離でもＩＰ電話が切れやすかったり、インターネットでのスピードが遅いと言う

現象は当然起こってきます。 逆に言うと現在のプロバイダーでインターネットの接続速度が十分出ていればＩ

Ｐ電話も快適に使える可能性が大きいと言う訳です。 

 最後に使用できる電話機についてですが、ＡＤＳＬとＩＰ電話を同時に申し込めば対応のモデムが送られてき

ますので、それまで使っていたの電話のモジュラージャックにＩＰ電話対応モデムを付けると、モデムにパソコ

ン用に１コと電話用に１コ、それぞれジャックがあります、この電話用のジャックには現在使われている一般回

線用の電話機ならどのような物でも接続できます。 

 現在ＡＤＳＬを使用中の方は追加でＩＰ電話を申し込めば対応のモデムと交換になるのでそこにいま使ってい

る電話機をさせば使えます。 ビジネスフォン等、複数の回線を引いている場合も１回線をＩＰにして構内交換

機に入れてやればその番号を経由すればいろんな対応が出来る場合があるようですが、そのあたりは必要に応じ

て導入前に御相談されると良いでしょう。 

＜青年部今後の予定＞ 

青年部の忘年会を１２月中旬土曜日に土湯にて一泊で行う予定です。 

詳細決まり次第ＦＡＸ差し上げますので多数のご参加お願いいたします。 

 
＜青年中央会行事＞ 

１０月４日 ディベート講習会 当組合青年部より２名参加 

１１月２日 青年中央会組合地区別講習会・研修会 

１１月１０日～１１日 青年中央会全国交流会 
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組合からのお知らせ 

 
z 福島市中小企業支援事業 
新技術説明会・見本市参加助成 

科学技術振興機構主催の｢新技術説明会｣東京ビッグサイト・幕張メッセ等で開催される｢新技

術等見本市｣への参加費の一部を助成します。 

内容 市の規則による東京・千葉までの往復運賃の半額以内。 

※ １社あたり、２人以内 

  申請方法 所定の補助金交付申請用紙に記入して、参加前に申し込みをして下さい。 

       申請用紙は組合でも準備しております。 

  見学等計画をされている方は､事前に福島市工業振興課又は当組合にお問い合わせ下さい。 

 

z 異業種グループとの交流会 
 ～ＩＳＮ（岩手ネットワークシステム）交流等～ 

  日程  平成16年11月12日（金） 
      8:30 福島駅西口集合 
      8:45 出発 福島西IC   花巻IC 
                 ※ 昼食は各自負担 
      12:30 花巻市起業化支援センター見学 

14:00 ＩＳＮ（岩手ネットワークシステム）交流会 
            17:00  懇親会 
      19:00  帰途 
  参加料 5,000円 
    申し込み  11/5までに福島市工業振興課宛てにお願いします。FAX535-1401 

 

z 福島県の最低賃金が10/1～時給611円に改定されました。 
 

z 中央商工ローンの利用について   福島県中央商工振興協同組合が実施 
組合・組合員事業所･従業員が自動車又は,事務機などを購入する際に、ご利用いただける長期低

利のローン制度です。年利1.6%（アドオン式）ご利用を検討して下さい。 
 

 

新潟中越地震に関する義援金を募集します。 

このたびの地震で被災した方々に義援金を送りたく、組合を窓口にして組合員からの浄財を募ります。金額は

問いませんので多数の方々のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

  

 

 

 福島県鉄工機械工業協同組合  URL Http://www.tekkou.or.jp Email   mail@tekkou.or.jp 
〒960-8057 福島市笹木野字南中谷地21-4     TEL 024-558-8011 FAX 024-558-8013 


